
＜年齢区分＞

　新生児…生後28日未満の者　乳幼児…生後28日以上満７歳未満の者　少年…満７歳以上満18歳未満の者

（１） 全国・市の交通事故及び一般負傷を要因に救急搬送された新生児～乳幼児の推移
（人口10万人あたり）

郡山市は増加や減少を繰り返す状況が続いているが、全国を下回っている。

（備考）１　「消防白書」（総務省消防庁）、「救急搬送データ（国表）」（郡山地方広域消防組合）を加工して作成

　　　　２　算出に用いた人口はP.５の表２による

（２） 全国・市の交通事故及び一般負傷を要因に救急搬送された少年の推移
（人口10万人あたり）

郡山市は、2020年以降全国を下回っていたが、2023年は増加した。

（備考）１　「消防白書」（総務省消防庁）、「救急搬送データ（国表）」（郡山地方広域消防組合）を加工して作成

　　　　２　算出に用いた人口はP.５の表２による

分野２　こどもの安全
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（３） 救急搬送されたこどものけがや事故の種別（郡山市）（2014～2023年累計）

新生児～乳幼児は、「一般負傷」が一番多く78.7％となっている。

少年は、「交通事故」が48.3％で一番多く、次いで「運動競技」が24.8％、「一般負傷」が

23.9％となっている。

（備考）　「救急搬送データ（国表）」（郡山地方広域消防組合）を加工して作成

（４） こどもの救急搬送場所（郡山市）（2014～2023年累計）

新生児～乳幼児は、「住宅」が58.1％で一番多く、次いで「道路」が20.8％、「公衆」が

20.0％である。

少年は、「道路」が48.3％で一番多く、次いで「公衆」が41.3％、「住宅」が9.2％となっ

ている。

（備考）　「救急搬送データ（詳細版）」（郡山地方広域消防組合）を加工して作成

分野２　こどもの安全
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（５） 住宅から救急搬送されたこどものけがや事故種別（郡山市）（2014～2023年累計）

新生児～乳幼児は、「一般負傷」が98.8％で一番多い。少年も「一般負傷」が

70.8％で一番多く、次いで「自損行為」が16.7％となっている。

（備考）　「救急搬送データ（詳細版）」（郡山地方広域消防組合）を加工して作成

（６） 住宅から一般負傷を要因に救急搬送されたこどものけがや事故の小分類場所
（郡山市）（2014～2023年累計）

新生児～乳幼児は、「居室」が60.4％で一番多く、次いで「廊下」が19.9％、「階段」が

6.2％となっている。

少年は、「居室」が41.8％で一番多く、次いで「廊下」が24.8％、「庭」が12.1％となっ

ている。

（備考）　「救急搬送データ（詳細版）」（郡山地方広域消防組合）を加工して作成

分野２　こどもの安全
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（７） 児童虐待の相談件数推移（人口10万人あたり）

全国、県ともに増加しているが、郡山市は2020年以降横ばいとなっている。

（備考）１　「児童相談所における児童虐待相談対応件数」（こども家庭庁）、

　　　　　　「相談等の取扱件数推移（相談実件数）」（郡山市こども家庭課）を加工して作成

　　　　２　算出に用いた人口はP.５の表１による

（８） 児童虐待種別の各年の割合

全国及び県は、「心理的虐待」の割合が、年々大きくなっており、占める割合も一番大きい。

郡山市は、「ネグレクト」の占める割合が大きい。

（備考）　「児童相談所における児童虐待相談対応件数」（こども家庭庁）、

　　　　　「相談等の取扱件数推移（相談実件数）」（郡山市こども家庭課）を加工して作成

分野２　こどもの安全

70
81

97
106

126

153
163 165

175

20
27

50
62

83

109
102

109

126

23 22 26 22

25
18

12 10
16

10

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

児童虐待相談件数の推移（人口10万人あたり）

全国 福島県 郡山市

（件）

（年度）

29%

28%

26%

25%

25%

25%

24%

24%

24%

31%

27%

20%

19%

19%

20%

20%

20%

17%

14%

13%

14%

12%

13%

19%

10%

9%

6%

2%

1%

1%

1%

1%

1%

1%

1%

1%

3%

3%

2%

2%

2%

1%

2%
1%

1%

1%

1%

0%

1%

1%

0%

0%

0%

2%

44%

47%

52%

54%

55%

56%

59%

60%

59%

35%

47%

62%

66%

66%

68%

68%

69%

74%

50%

36%

35%

44%

39%

29%

38%

22%

19%

25%

24%

21%

20%

18%

17%

15%

15%

16%

31%

24%

16%

14%

14%

11%

11%

10%

8%

35%

50%

51%

43%

46%

53%

53%

69%

73%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2014年度

2015年度

2016年度

2017年度

2018年度

2019年度

2020年度

2021年度

2022年度

2014年度

2015年度

2016年度

2017年度

2018年度

2019年度

2020年度

2021年度

2022年度

2014年度

2015年度

2016年度

2017年度

2018年度

2019年度

2020年度

2021年度

2022年度

全
国

福
島
県

郡
山
市

身体的虐待 性的虐待 心理的虐待 ネグレクト

15 



（９） 児童虐待種別ごとの推移（郡山市）

「心理的虐待」と「ネグレクト」が常に多い状態で推移している。

（備考）　１　「相談等の取扱件数推移（相談実件数）」（郡山市こども家庭課）を加工して作成

　　　　　２　虐待の分類（こども家庭庁ウェブサイトより引用）

　　　　　　　・身体的虐待：殴る、蹴る、叩く、投げ落とす、激しく揺さぶる、やけどを負わせる、溺れさせる、

　　　　　　　　首を絞める、縄などにより一室に拘束するなど

　　　　　　　・性的虐待：こどもへの性的行為、性的行為を見せる、性器を触る又は触らせる、ポルノグラフィの

　　　　　　　　被写体にするなど

　　　　　　　・心理的虐待：言葉による脅し、無視、きょうだい間での差別的扱い、こどもの目の前で家族に対して

　　　　　　　　暴力をふるう、きょうだいに虐待行為を行うなど

　　　　　　　・ネグレクト：家に閉じ込める、食事を与えない、ひどく不潔にする、自動車の中に放置する、重い病気

　　　　　　　　になっても病院に連れて行かないなど

分野２　こどもの安全
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